
日本遺産「日本遺産会津地域観光アドバイザー」認定事業に係る 

調査・テキスト作成業務委託に係るプロポーザル募集要項  

 

１．業務概要 

（１）業務名   日本遺産「日本遺産会津地域観光アドバイザー」認定事業に係る調査・及びテキ

スト作成業務委託 

（２）業務の目的 

今後増加すると予想される国内外の会津への観光客に対し、日本遺産の案内や旅行について 

のアドバイスを行う事ができる人材の育成を目的とし、実際に身につけていてほしい情報や知識

の習得に向けた講習会を実施するため、必要な調査及び参考テキスト２種類の版下作成を行う。 

また、地域への日本遺産の普及啓発を目的に、地域の小学生を対象とした学習用テキストの版

下についても作成する。 

（３）業務の内容 

「日本遺産会津地域観光アドバイザー」認定に係るテキスト作成のための調査、及びテキスト

の版下作成 

（４）履行期間  契約締結日から平成３０年２月２８日まで 

（５）業務に係る委託料上限額 

  ４，４５３，０００円以内（消費税及び地方消費税を含む） 

 

２．プロポーザルを適用する理由及び効果 

本事業は、「会津の三十三観音めぐり」のストーリーや、構成文化財、歴史的背景について調査

し、周辺観光素材と絡めながら分かりやすく、且つ魅力的に表現することが求められる。 

このことから、調査及びデザイン構成等について広く案を募集し、優れた提案を活用すること

により、魅力的で完成度の高いテキストの作成に繋げるためプロポーザル方式による業者選定を

実施する。 

 

３．参加資格要件等 

参加意向申出書の提出期限の日から契約締結までの間、以下の要件を満たしていることを条件と

する。 

 ①地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の４の規定に該当しない者であること。 

 ②プロポーザルに参加する他の者と資本関係（親会社・子会社の関係等）又は人的関係（取締役等

の兼務）がないこと。 

 ③会津若松市発注工事等からの暴力団等排除措置要綱（平成 19 年 12 月 14 日決裁）に定める排除措

置対象者でないこと。 

 ④前各号に掲げるもののほか、募集要項において求める要件を満たしていること。 

 

 

 

 

 



４．募集から契約締結までのスケジュール 

日程 時間 内容 

7 月 14 日（金） － 募集開始 

7 月 24 日（月） 17 時 質問受付期限 

7 月 27 日（木） 17 時 参加意向申出書受付期限 

8 月 7 日（月） 17 時 提案書提出期限 

8 月 9 日（水） 13 時 30 分 選考委員会 

8 月 9 日（水）頃 － 結果通知 

8 月中旬頃 － 契約締結 

 

５．質問方法 

（１）受付期限  平成 29 年 7 月 24 日（月）17 時必着 

（２）提出場所  極上の会津プロジェクト協議会事務局（会津若松市観光課） 

         〒965-8601 福島県会津若松市東栄町３－４６ 

         電話：0242-39-1251 ＦＡＸ：0242-39-1433 

         メールアドレス：gokujou-aizu@tw.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp 

（３）提出方法  質問書（第２号様式）を事務局へＦＡＸ、電子メールまたは郵送で提出すること。 

         ＦＡＸの場合は送付後事務局へ確認の電話をすること。 

         ※直接事務局へ持参した場合は受理しない。 

（４）回答方法  質問書への回答については、随時行う。なお、質問者にはＦＡＸまたは電子メー 

         ルで回答することとし、併せてその内容についてホームページに掲載する。 

 

６．参加意向申出及び辞退の方法並びに様式等の入手方法 

（１）提出期限  平成 29 年 7 月 27 日（木）17 時必着 

（２）提出場所  極上の会津プロジェクト協議会事務局（会津若松市観光課）（５．（２）に同じ） 

（３）提出方法  参加意向申出書（第３号様式）を事務局へＦＡＸまたは郵送で提出すること。 

         ＦＡＸの場合は送付後事務局へ確認の電話をすること。 

         ※直接事務局へ持参した場合は受理しない。 

（４）辞退方法  参加意向申出書を提出した後に辞退する場合は、提案書の提出期限の日までに 

         辞退届（第４号様式）を事務局へ郵送または持参で提出すること。 

（５）様式等の入手方法 

         参加意向申出書等の様式については、極上の会津プロジェクト協議会ホームペー 

         ジからのダウンロードにより入手すること。なお、郵送等による配布は行わない。 

         （掲載場所） 

         http://gokujo-aizu.com/12975 

 

７．企画提案書の提出及び作成方法 

（１）提出期限  平成 29 年 8 月 7日（月）17 時必着 



（２）提出場所  極上の会津プロジェクト協議会事務局（会津若松市観光課）（５．（２）に同じ） 

（３）提出方法  企画提案書を事務局へ持参または郵送で提出すること。 

（４）企画提案書の内容 

  ①会社概要・業務実施体制 ②類似業務の実績 ③業務に対する考え方 ④企画案 ⑤工程計画 

  ⑥見積明細書 ⑦テキスト見本各１部 

（５）企画提案書の様式 

 （別紙様式１）表題       （１枚） 

 （別紙様式２）会社概要書    （１枚） 

 （別紙様式３）業務実施体制   （１枚） 

 （別紙様式４）類似業務の実績  （１枚） 

 （別紙様式５）業務に対する考え方（１枚） 

 （任意様式） 企画案      （１０枚以内）  

 （任意様式） 工程計画     （１枚） 

 （任意様式） 見積明細書    （１枚） 

 （任意様式） 学習用テキスト見本  （１枚） 

 （任意様式） 一般講習会用テキスト見本  （１部） 

 （任意様式） アドバイザー認定講習会用テキスト見本  （１部） 

  ※テキスト見本については、概要が分かれば全てのページを作成する必要は無い。 

（６）企画提案書作成上の注意点 

 ①企画提案書は、Ａ４判縦、片面、横書き、文字は 11 ポイント以上とすること。また、左綴じで１

冊にまとめること（ただし、テキスト見本については別冊とする）。 

 ②書類等の作成に用いる言語、通貨及び単位は、日本語、日本円、日本の標準時及び計量法（平成

４年法律第 51 号）に定める単位に限ること。 

 ③提案書の内容に不足がある場合、その項目は０点とする。 

（７）部  数  １０部 

 

８．審査方法 

（１）審査体制 

審査は、極上の会津プロジェクト協議会が依頼した７名の委員により組織された選考委員会が行

う。  

（２）審査方法 

  提案書及び提案者へのヒアリングにより、審査基準をもとに審査を行う。 

（３）日時 

  平成 29 年 8 月 9 日（水） 13 時 30 分 

（４）場所 

  会津若松市役所栄町第二庁舎 第１会議室 

（５）ヒアリングの方法 

 ①ヒアリングへの出席は２名までとする。 

 ②ヒアリングの順序については、参加意向申出書の提出順とし、その順番及び時間については、平

成 29 年 7 月 27 日（木）以降にＦＡＸまたは電子メールにて連絡する。 



 ③プレゼンテーションは、企画提案書の内容に沿って説明すること。 

 ④プレゼンテーションの時間は、２０分程度（内容説明１５分以内、質疑応答５分程度）とする。 

 ⑤ヒアリングの際に新たな説明資料等の持ち込みは禁止する。 

 

９．審査基準 

（１）審査項目・配点 

  審査は、１００点を満点とし、次のように審査項目別に配点する。 

審査項目 配点 

①業務の実施体制 １０ 

②類似業務の実績 １０ 

③業務に対する基本的な考え方 １０ 

④企画提案の内容 ５０（１０×５） 

⑤工程計画 １０ 

⑥コストの考え方（見積価格） １０ 

（２）各項目の審査基準 

 ①業務の実施体制 

   会社としての本業務を実施するにあたっての体制について審査する。 

・業務を安定的に実施することができる体制が見込めるか。社内のサポート体制や、他企業等

の支援体制は十分あるか。 

 ②類似業務の実績 

   過去５年以内の類似業務の実績から業務の実績について審査する。 

・類似業務の元請実績を有しているか。 

 ③業務に対する基本的な考え方 

   本業務を請け負うにあたっての基本的な考え方を審査する。 

・業務に対する考え方が仕様書に合致しているか。 

 ④企画提案の内容 

   具体的な企画提案の内容を審査する。 

   ・調査業務は、事業の趣旨を理解し実現性のある実施計画、手法を提案できているか。（10 点） 

・テキストは、それぞれの対象や目的に沿った内容となっているか。（10 点） 

・認定文化財と観光素材について、紙面構成や掲載のバランスは的確か。（10 点） 

・単に認定文化財や観光素材を掲載するだけではなく、歴史的背景などを盛り込むなどテキス

トとして十分な内容となっているか。（10 点） 

・表現方法や内容について、興味や理解を促すための創意工夫はされているか。（10 点） 

⑤工程計画 

   工程を検証し、業務実施に支障はないか審査する。 

・確実に履行できるスケジュールとなっているか。発注者側の意図を組み入れる機会が十分に

設けられているか。 

  



⑥コストの考え方（見積価格） 

   仕様に沿った価格が提示され、業務実施に支障はないか審査する。 

・仕様に沿った価格提示がなされているか。 

（３）評価点数 

 評価の際には、項目ごとの審査基準を参考とし、審査項目ごとに５段階で評価を行う。評価の際

には「普通」を基準として、それよりもどの程度優れているか、劣っているかを判断する。 

  評価にはそれぞれ対応する点数を設け、当該項目の得点とする。 

評  価 配点が１０点の場合の 

点数 

配点が２０点の場合の 

点数 

大変優れている １０ ２０ 

優れている ８ １６ 

普通 ６ １２ 

劣る ４ ８ 

大変劣る ２ ４ 

（４）注意事項 

 ①委員への接触は、直接、間接を問わず禁じているので、万が一、接触があった場合には事務局に

連絡する。 

 ②評価については、提案審査の当日に行う。 

 ③提案書審査及びヒアリングにおいて、提案者の提案作成技術又は説明技術等によらず、提案内容

の優劣について審査する。 

（５）受託候補者の選定について 

 委員の採点により、以下の条件に従い順次選定する。 

 ただし、全委員の平均得点が６０点に満たない場合は要求水準を満たしていないとして、受託候

補者として選定しない。  

 ①過半数の委員において評価点の合計が最高である者 

 ②①がいない場合、各委員による評価点の合計が最高である者 

 ③②が複数いる場合、企画提案に係る項目の評価点の合計が最高である者 

 ④③が複数いる場合、提案金額の最も安価な者 

 

１０．結果の通知及び公表 

審査において選定された受託候補者名について、提案者全員にＦＡＸまたは電子メールで通知す

る。また、契約締結後、選考結果をホームページにおいて公開する。 

なお、提案者は、本プロポーザルに関する一切の事項について異議、その他苦情の申出をするこ

とはできない。 

 

１１．失格条項 

以下の事項に該当した場合は失格とする。 

 ①提案書その他提出書類の提出期限及び提出方法を遵守しなかった場合 



 ②提案書その他提出書類に虚偽の記載をした場合 

 ③選考委員に対して、故意に接触を求める行為を行った場合 

 ④事務局の職員から不正にプロポーザル又は選考に係る情報を得ようとし、又は得た場合 

 ⑤前２号のほか、選考に影響を及ぼすおそれがあると会長が判断する不正な行為を行った場合 

 ⑥その他選考委員会が不適格と認める場合 

 

１２．契約手続 

本プロポーザルにおいては、本業務に適した提案者を選定するのみであり、契約を締結するまで

は極上の会津プロジェクト協議会と契約関係は生じない。 

極上の会津プロジェクト協議会は、委員会で選定された提案者との間で、仕様書の内容について

企画提案書を踏まえた協議を行った上で、地方自治法第 234 条に定める随意契約の方法により契約

を締結する。 

その他、契約締結に当たっては、会津若松市財務規則等に基づき行う。 

 

１３．その他留意事項 

 ①企画提案書、質問書その他の関係書類の作成及び提出に要する一切の費用は、応募者の負担とす

る。 

 ②提出した書類等の返還はしない。 

 ③提出した提案書の書き換え、引き換え又は撤回することはできない。 

 ④ヒアリングを指定された日時は厳守することとし、天変地異等のやむを得ない事情で遅刻、欠席

する場合は、速やかに事務局まで連絡すること。 

 ⑤提案者が１者しかいない場合においても、提案書及びヒアリングにより、受託候補者の選定を行

う。 

 ⑥本件の契約に係る一連の書類（契約締結、請求等）に使用する印鑑を使用し、委任先を設けてい

る場合には委任先の代表者名で全ての書類作成を行うこと。 

 


